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十 日立EVRプレヤー発売

さ∴.昨年11月イギリスのE＼JRノi-‾､+一-シッ十辻

との琶こE＼丁Ⅰモ｢Jンーi'-の製造と全世界への販プ≡ニついての鼻乙;宣f∈

契宗 び,▼モくキ3月わが国で初めてモデル軽を三こ亨≡づしたが,ニつ

ほど,ニニーモデ､ンを完成し,10月より発売しアニ二

本境口牧ろモこ三,一年ぎ主の家電品と異なり,当初こ三ニーナーこ直⇒妄巨三

売一三‾る方式なこっている｡

二汚もた孝幸放こミ;テこしつとこおりである｡

り‾1)韓軒三内1葛.あぎやかな色彩｡(2)カモ′ニトつ完全な互桓

性こ し3■､う七､りトテープレコーダなみの簡単な漠竹士=.(_4)鮮明

な静止酎黎一七､二∴らノラt,1こま送りが可能｡(5′〉長寿命のフィル∴二

(6)ステン十再生可能｡(7)スタイルも世界′丁黙さうてのプレーン

でコンパクト:三′マイプなどである｡

またニヨ一言もニヒ仕様こ三次のとおりである｡

映像信号方式= 日米標準カラーテレビジョン方式 ※TSC方式),

水平走査囁主積数‥15･75kHz,垂直走査周波数:6()Hz,副搬送捜開

披数‥3･58Hz.再生速度:15.24cm/s,再生時間:カラー特長大

25分,白黒時京王■･きく50分,水平解像度:約450本,映像出力信号:

117p-pく､75rユ不平衡〕,映像S/N:40dB以上,RF信号出力:10

またこ三11チ十･ンネ心,音声出力:OdBm(600r)不平衡),音声司

渡数帯域‥7(ト12.OPOHz,音声S/N:40dB以上電蒋:50/60Hz,

外形寸法‥56ふ幅1x19･1(高さ)×49.0(奥行jnl,重量約251くgで
J- 〉,

めノこJ⊃

<1七三i十呈>～コノ

コエE17RプレヤーEV-1000 ¥268,叫〈)

<E＼'R再生､ノて〕‥二組克>

El｢RJつ再生二∴こ,三‾■カセ､ソト,②EVRプレヤー.三･テレビ受像残

の三つで構或さ‾享tる｡フイルムほカセットの中こ密弐されており,

このカセ､二′､トをプレヤーにセットすると,プレヤーコ中の読み取り

装置二うこ,て丁二一二､レ7つ出陳を電気信号にかえ,テンごこあぎやかな画

像を結ふ‥

またこLつEl′▼Rここミ.現在使われている16m恥35mmの映画フ

ィル∴ざゴしこごごごデ十干ープから,その王ノっ容をそってり移しかえら

れる｡
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<EVRプレヤーの胤宣>

カ
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｢B+
｢A+

スイ･ノチ

モータスピード

コントローラ

16

同期用

抑帖書芸

映 條
矧巨一言器

再生

AC

入力

スチ】ル?■
Ⅴ同期トリカ●

映惇出力

水･､lミ,直面

偏FT】J回路

さ偏光≡-ク,三ノEVRカセット∴をCRT,④レンズ,⑤同期用電

鼠･亙1ライトパイプ,宕磁気(音響剛再生ヘッド,L耳EVRフイル

ム･昏プリズム,√重光電増幅管(Aチャンネル用),⑪光電増幅管

(二_Bチャンネル･弔),･､垂ライトガイド,･､垂1フォトトランジスタ,⑭プ

レッシャローラ,き)巻取リール,こ垂モータ

国3 EVRプレヤーの構造
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■個別選択呼出装置付きFAXシステム納入

日立製作所では,昨年5H FAX200形の発うとを開始以来,【+重

自動車株式会社をほじ〆)各ノテ面に100セット以上を納入L/二きJ二

が,今回,個別選択呼出装許を開発､送受信装群6セットを靖ノ､:三三

専門小売店株式会社マミーナ本文=1二納入Lたこ

個別選択呼出装荷とは1本の電話専用線で,相手な個別まTl二し三

いっせいに呼び出し,ファクシミリや電話に[-1動的に切り換たろも

ので,これによりいっせい通達の送信,会議電話などが行丁士∴ゝ,専

用線の使用効率向上と電言;て巧:ニト金の節約が図れるうえ､自動カ1･て

一方式とリモコンによる受信側の`)ヒ全無人化か吋能となろもこ;｢二

ある｡

マミーナではこのフ了クシミリシステムを,ニリミ訳本店,涼i訂lセン

ターと関西地区の神戸析,心行橋桁.石亡古m.〔∴ 名古屋店の6個所こ

設置し,これらを電話専用線で結び,各l占からは売【二げ卜持琵,圭一H膏

依板伝票などの書類を,また本爪,商ふいニンツーからは｢1-上村秦卜㌔

通達書類などを相方+二送受†言する｡

マミーナでほ従来各店からの汁1荷依頼仁二票などを郵使Y‾王道っ†二

り電話で連絡L･たりしていたか,柄槻義の脚七こともない電話料主

の増加と間違いの多発などの弊与‾巨子がJ†七Lてきたこ

こうした弊害を防く-'とともに能率向上をlズlるたJノ)ノ㌻い†フ一丁アシミ

りシステムを導入Lたものである.ニ

ファクシミリは,音カミ静かでスペースをとら7㌔いた九 倍1ノ‾二〉かごニ

す為にも置け,まただれにも簡称二操作できるので,マミーナつこ三

ド5 伺別謹択呼出装置付きFAXシ■＼ニJ

こL‾つ導フ､こ三･‥採員の省力化,会議電話の有効利札ニエ

削満,電話料卓二′十指な節減ができるものと期待してい三.

てミーナて1∴ 右システムを手ほじソ)としてまだ‾∵丁 ヤシ ミl･■l-‾7)

設置されていニセ､､横浜,札幌などの店のほか部内しつ良二も｢一々シ

ミリの導んをモノ【l+て.ぉり,さらiニコンビューメとし｢｢臥ち計ぃせ∴∴よ

る譲合管理づ ∴÷∴ニまで発展させたいとしていモ･

■新形日立ガスクロマトグラフ質量分析計発売

日立製作所では,従来のガスクロマトグラフと質量分析計を一｢j･二

化したわが同ほじめての本格的ガスクロてトブラフ日量分析計･

RM-50GC形を10月より発売Lた.-

ガスクロマトグラフ質量分析計は,日立台ガスJヂ陣々の有純化子‡杓

を分離し,定量,同産するを妄琵であるこ また含有未知物言葺･こついこ

も,構造決定のための手がかf)を得ることこい｢さきるこ

ガスクロマトグラフと質量分析計を一体化したことによ亡′),分離

能および感度の向上か得られ,有髄化学のあらゆる分野の茶石貨研究

に,また公害計測に最適の分析計である二.

おもな特徴は次のとこおりである｡.

(1)ガスグロマトグラフ部と質量分析讃;を1ブロックにまと～･〕､

床面積ほわずか2m三と非常にコンパクトである.こ(2､)試料注7､,

スキャニソグ,記録計読取りなどの全操作がすわったままでできるこ

試料注入後は,スキヤソナのボタンを押すたけでガスグロてトグラ

フとマススペクトルの両データが得られる､二(3)コンパクトであ

りながら,性能は分離能:M/△M5.000,10%と大形機なみである=

(4)小形コンビュけタによるオンラインデータ処理(特別付属品■)

で直ちにパターン係数などの処理結果をタイプアウトできる｡(5■〉

新しく開発した,-70℃まで冷却できる直接試料導入装置により,

気化しにくい試料,微量試料,熱分解しやすい試料も高感度で分析

できる｡(6)高速マス･マーカ,間接試料導入装置など豊富な特

別付属装置がそろっている｡日立RMUシリーズの付属装置がその

まま使用できる｡

おもな仕様ほ次のとおりである.=.

104

[主‡6 口立ガスクワてトク､ラフ'臼違うト軒計

くガスタロてトグラフ部>

キャリアオ1凍結系

方式:単式十ラ⊥複式流路.調圧器:ダイヤプラム式日動.流量

制御:質量有を量制‡臥 カラム恒温槽,組郎屯州ニー50■℃-･350℃

(恒温槽冷却装筆陣用の場合),直線昇温速度:拉‾た20こC′′′′nlin(温度

プロブラて一位弔の場合),試料注入部掛空抱卵:宅漫､400℃.イ

ンタ7ェイて恒温漕温度範囲:室温～350℃である

<マススヘヤ トン部>

質量範糊:入′Iel～400,2～800.3～1,200(3f笠切掛

分離綻:nI･△M2,500,10プ左valley(全レンジ‥･にて)

九■Ⅰ.■△ⅣⅠ5,000,10%valley(1～400レンジにて)



1133

日 立 ニ ュ
ー ス

lカラーテレビ3機種麦発売

日東嶺隻作所〆二･は,置場所をとちないコンパクいり一ズーニ

7Fこえ〉う∴20形=ンパクト =ンソールCT-737,薪18形テーナノン
丁

イブCE-2(〕1,新16形テーブルタイプ‾cA-525し〕き〕3粍種を1t〕ミ

ュり発売したニ ニれによりi二i王製作所のカラーテLビニセ14熊笹土

7r丈る､

ニケiも∴に特放(三次のとこおi)でぁる-

一小一-′Lトラン■ジスタ＋ICの新シャーシしつ∃看取二土,

両面rノ〕キしがさらに｢r-J上した∴ また満周i

掠榔ニrい),UIiFぷ 言慾覆カニさちにエ･､ノこっ了トニ
J

_L

声】.二｢七㍉

UHFチ

Cl､-737(ポンパ737J

新シャーシに加えて,キドてトりックス管を托【jiLr二二とこここJ_1

卜∠くず入室で迫力のある画像フ〕■､楽しめろこ

す一一トビタコソ付きでP一ズウッド謂J_)20御室笥画泊_iモダン=

lズ17 20形コン/､二 卜二こ -ルーノ･イ■rr

CT-737形

ンニ′'-′しノ√イブでもろ一

別売フ1アンドTB-737Gi二¥4.70け)を用意してお∴ こ子んこ.仁じテニ

扶■.･､方か可能つ島三こ

CE-201ち‾七三ンパ2〔心

斉-ニ⊥イズ18形直毛画面｢三置場市をとらないコンノミ′7ト乍イブて

ご二卜二

スピーカーポヅクスSB-201(¥7,900)､テレビフ∴こンドTB

2〔)1G(¥4β00′∴ T王主201D(¥5,7()0)を開音してしりろ

CA-525(二r六ンバ525)

荊十イズ16形直角画面で置場所をとらフニ･こいコン′ミ′トキノブて

て､亡 消費電力に751Vと低く径済的であろ=

､く価
格>

CT-737

CE-201

CA-5:～5

岡8 新18千≠テーナ∫+タイ∵

CE-201

r士ンパ737.､ミ

ご_ボン′パ201､.･

寸ご三ンパ525)

弼

Ⅷ
司
ト
ノ
､
｡
ぎ
､㌧
十
■
】

(…妄i+

¥155.0()書二)

¥125β0わ

¥109,800

ー

1■

†実19 新16形テーブルタイ7

CA-525

1新形電子レンジ山北R正一620L”発売

｢_1j■/二;製作所でほ,iF末需要期を迎え,さきに発売した日立電子+

ソジ高級形MRK-610Lの姉妹品として∴MRK-620Lを10月かモ

発売した.二

MRIノー620Lほ,加熱時間早見表つきで,ワンてクシ≡ンのラ1ニ､

チ式ドアを搾用,さらに構造は3重の電波シール構造となって.チブ

リ,全休を清潔感あふれる山でまとめているこ

おもな特徴ほ次のとおりである1二

(1)加熱時間早見表つき:正面パネルに加熱時間早見表がf､卜

ているから､加熱時間の目安が一目でわかり.だれでも手軽に使

える､.(2)ワンアクションのラッチ式ドア:ドアが開く前に必ず

電波が止まるラッチ式ドアである.｡ハンド′Lせ握るだけでラッチ方‾二

働き,まったく余分な操作がいらない.一二､

(3)3垂の電波シール構造:調理中の電波漏j･‾しを防1ヒするため,;七

の3点の構造でドア部分をシールしている｡

住)椒 巻 バ ネ:オープンとドアを密着させる金属板巻バネ

官∫チョーク構造:板巻バネに内蔵しノた電波を消滅させる袋小路

③電波吸収材:電波を吸収するフェライトゴム

(4)高性能,全セラミック封止二形マグネトロン:独自の全セラミ

ック封止形マグネトロンであるから,熱ショヅクに強く,空焼に近

い過酷な使用にも耐え,安定Lた性能を保つし｡(5)ノこ形ステンし

国10 日立電子レンジ MRK-620L

スオープソ:10インチ(25cm)皿も使える奥行が音架く広いオープ

ンてある｡(6)スパークプロテクト処理:ドアの裏面に酸化被膜

の加工を施してあるから,ドアスパークを起こさない｡.したがって

ドアは傷つかず,いつまでもきカ1いに使える｡

またおもな仕様次のとおりである｡

出力:550W,入力:1.15kW(11,5A),電源:100V50/60Hz,

外形寸法:幅45×高さ43×奥行44.8cm,オープン寸法:幅34×

高さ21.5×奥行26cm,重量:35/33kg(50/60打z)である｡.

く価 格>

MRK-620L 89,800【Tj

lO5
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表紙写実説明

■中国電力株式会社島根原子力発電所

し460MW､沸騰水形)

島根県八束郡敢島町では,現在,中国電力株式全社島根頃子力発

電所の建設が親書進められているこ

泰発電所は沸暁水形(BWR),電気出力46万klV一ラ発電設備一

式を日立製作所が担当している.｡昭和45年2月着工以来建設こまき

わめて順調i･こ進行しており,昭和46年4月には原子炉格納容器たミ

観立開始から5･5個月という短工期で完成した｡引き続き建星工事

調辞が進行中で,来年には原子炉圧力容器が据付汁らメ1,昭和ヰ8

年11月運転を開始する予定であろ｡

釦 l勺

濾

…･‥編集後記‥…･

空調戟や冷凍頼などに使用さj′tる圧縮磯は,小形･高速化が著し

,ますますきごごしい運転の条件下におかれてきてい･る｡この圧顆
餞iこ用いられる吸入弁,吐出弁の実枚運転時における応力状態の適

確な把握:-ま,弁性能や弁板強度の問題に閲し大きな課題であった｡

‾高速圧縮機用弁板の応力計測+では,実機冷媒運転時での弁板応

力を把捉するために｢応力塗料法+｢ひずみゲージ法+｢細めっき迂

コ三つの計測法についてその適用範囲,問題点などを検討した｡さ

らにこ々lらを実際の圧縮棟に適用し,各種弁板について弁各部の.有

力値,応力分布などの計測を行ない,その結果を詳述している｡.千

坂の応力計測技術の確立および弁板の応力解析など一連の研究ユニ吏

く要望されている折,貴重なデータと言えよう｡

◎

電力系統の複雑･大規模化に伴い,系統運用が非常に煩雑化して

きている｡この問題を解決するため東北電力株式会社では,全系続

か総合運用自動化にとり組み,日立製作所との共同研究によってこ

つi烹ど,電力の総合運用中央制御自動化システムが実用化さこれた｡

本システムは制御用電子計算機HITAC7250を中心として系統運

司計画,平常時の系統運用,事故時の系統運用を対象業務としたも

つで,多くの新技術が駆使されている｡

毒づ+系前任i`'｢至三1垂勺化こjづ∴ナる 自動化シスキ∴_は,シス

｢トラニ｢'･刀概要について述べたものてこちる

◎

三-;ト,世才仁各i‾卜;で環ナノブ トついで遵奉三こ二三いっており

すでこ運転またこ文壇設にはいったものが十指を

譲す現状でぁるこ日立魯豊作所においても幾多の研究開発が重ねらjt,

貫子力技術の進渉こ寄与してきたっ中国電力株式会社とl]立製作所

と･つ共同研究力～･実を結び,昭和48年11月営業運転をめぎす島根原

子丁ノブ発電所460MW第1号枚の建設が,現在,順調に進行中である｡

本号･は日立製作可にごわ汁る原子力技術･研究成果の一端を,｢中国

毒力株式会社島駅原子力発電所第1号較460MWの建設+ほか6編

をもって｢沸粍水形原子ブJ発電設備特集+を編集した｡.原子力技術

ニケ野に関連する研究･技術者への輯とたれば幸いであるLつ
◎

巻頭を飾る一家一言ら′もには.原子力委員会東京工業大学教授

萱草博士武田栄一氏よi■′),浦供水形原子力発電の発展経緯およびそ

こご将来性を説か.うtた【捌‾附く形原子炉のおいたち+と囁する玉稿を

謁わった｡

表記のたあこ,涛に稿を革さ九たご好意に対し,厚くお礼を申し
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